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                              山   口   県 

中国電力株式会社 

 

蓄電池設備の有効活用に向けた実証試験の開始について 

 

山口県（知事：村岡 嗣政）と中国電力株式会社（代表取締役社長執行役員：
清水 希茂，以下「中国電力」）は，県有施設に設置している蓄電池設備の防災
機能の向上および平常時の有効活用に係る遠隔制御の実証試験に連携して取り
組むこととしました。 

近年，多発する自然災害により，大規模な停電が発生するなど, 災害時におけ
る公共施設の電力確保が重要な課題の一つとなっています。 

本実証試験は，県有施設に設置している太陽光発電および蓄電池設備と，中
国電力が有する蓄電池を効率的に運用する技術を活用し，施設や地域の防災機
能の向上や設備の有効活用につながる取り組みとして実施するものです。 

具体的には，中国電力の制御技術を用いて，岩国市内の２つの県有施設に設
置された太陽光発電および蓄電池設備などの運転状態を遠隔監視することによ
り，早期に設備異常などを発見することが可能となります。 

加えて，平常時に蓄電池を充放電制御することにより，満充電継続がもたら
す蓄電池劣化※の軽減や，環境負荷低減に向けた太陽光発電の活用促進と電力安
定化の両立などの可能性を確認します。 

両者は，本実証試験で得られる知見を活用しながら，地域の皆さまのさらな
る安全・安心につながる取り組みを推進してまいります。 

※ 一般的に，蓄電池は，満充電の状態が続くよりも，適度な充放電を行うことで，長寿命化が

図られるとされている。 

 

【実証試験の概要】 

実証対象施設 山口県岩国総合庁舎 山口県立岩国高等学校 

 

太陽光発電出
力 

10kW×1台 10kW×1台 

蓄電池容量 15kWh×1台 22kWh×1台 

実証期間 2020 年 3月～2021年 3月 

実証内容 

・遠隔状態監視による防災機能の維持 

・適度な充放電による蓄電池の長寿命化 
・平常時における蓄電池の遠隔充放電制御による太陽光
発電設備の活用促進と電力安定化の両立 など 

以 上  

 （添付資料）参考：実証試験のイメージ図 

【お問い合わせ先】 

 山口県 環境生活部 環境政策課 地球温暖化対策班 電話：083-933-2690  

 中国電力株式会社 地域共創本部 報道グループ    電話：082-544-2846 

（技術的な内容については，中国電力へお問い合わせください） 



 

（参考） 

【実証試験のイメージ図】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【期待される効果】 

・設備異常などの早期発見 

・満充電の継続に伴う蓄電池の劣化軽減 

・太陽光発電の自家消費による再エネ有効活用の促進と電力安定化の両立 

 

以上 

充放電
通信回線

PCS※

サーバー

【蓄電池監視制御】
・受電電力
・太陽光発電電力
・蓄電池充放電量
・蓄電池充電率
・気象予報 など

充放電指令

通信装置

県有施設 中国電力側設備

※PCS（パワーコンディショナー）
太陽光発電や蓄電池の直流の電気を
交流に変換し，電気機器などで利用
できるようにするための機器
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